
保育実践講座ⅣＢ
（言葉・子どもの理解）

開設日 2021年9月11日（土）

安村由希子、栗川直子 会場
尚絅大学

武蔵ヶ丘キャンパス
（熊本県菊池郡菊陽町）

60人 主な受講対象者 幼稚園教諭

6,000円 時間数 6時間

講習テーマ 安村  由希子

講習の到達目標及
びテーマ

講習の概要

形態

テキスト

事前準備

評価

講習受講希望者へ
の事前連絡

講習テーマ 栗川  直子

講習の到達目標及
びテーマ

講習の概要

形態

テキスト

事前準備

評価

講習受講希望者へ
の事前連絡

本講習は、幼児教育に対する理解を深めるためのプログラムであり、次の2科目を開設す
る。
①子どもの言葉について
②応用行動分析による子ども理解と支援

開設講座名

担当者

受講定員

受講料

講習内容

午
前

子どもの言葉について

言葉の働きと、子どもの言葉の力を伸ばすための方法

講座①：言葉の働きについて
講座②：幼稚園教育要領の領域「言葉」について
講座③：語り掛けや絵本等、子どもの言葉を伸ばす方法について

講義、演習

なし

不要

修了認定のための筆記試験を講習時間内に実施する。

特になし

午
後

応用行動分析による子ども理解と支援

本講習では応用行動分析の考え方に基づいた子ども理解と支援の方法を学ぶ。子どもとそ
の周囲の行動を客観的に観察・記録し、行動に先立つ状況と行動の結果を分析することに
よって、適切な支援・配慮の方法を見出すことができる。講習ではまず、学習理論につい
て概説し、応用行動分析の考え方について理解を深める。そして、事例をもとに行動観察
のポイントや記録と分析の方法を学んだ上で、子どもの気になる行動に対してどのような
配慮や工夫を行えばよいかを検討する。

1.応用行動分析の考え方についての理解を深める
2.子どもの行動を観察・分析する方法を学ぶ
3.子どもの気になる行動について、保育者に求められる配慮や工夫について検討する

講義と演習

指定しない（当日、資料を配布する）。

不要

修了認定のための筆記試験を、講習時間内に実施する。

特になし。


